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鈴木啓三教授　履歴･業績
昭和10年12月8日　北海道利尻郡利尻町に生まれる
〔略　歴〕
昭和34年3月
昭和34年5月
昭和40年4月
昭和48年4月
昭和55年4月
昭和62年4月
平成2年4月
専修大学商経学部経済学科卒業
防衛庁事務官
専修大学経営学部講師
専修大学経営学部助教授
専修大学経営学部教授
専修大学体育部長(昭和63年3月まで)
専修大学社会体育研究所所長(平成5年3月まで)
〔社会活動〕
昭和40年4月　専修大学体育会レスリング部監督
昭和47年
昭和48年4月
昭和49年10月
昭和50年4月
平成6年9月
平成7年4月
平成8年4月
第20回オリンピック競技大会(ミュンヘン)レスリング競
技コーチ
財団法人日本レスリング協会理事(現在に至る)
第7回アジア競技大会(テヘラン)レスリング競技監督
全日本学生レスリング連盟理事長(昭和59年3月まで)
第12回アジア競技大会組織委員会委員
財団法人日本体育協会評議員(現在に至る)
財団法人東京スポーツ新聞格闘技振興財団評議委員(現在
に至る)
平成9年4月　日本オリンピック委員会委員(平成12年3月まで)
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平成13年4月　財団法人日本レスリング協会副会長(現在に至る)
〔主要業績〕
〔論　文〕
昭和43年10月　中高校の運動部活動状況と所属部員実態調査(その5)
日本体育学会
昭和48年2月　減量の運動生理学的研究　その(1)レスリング選手の急速
減量　専修大学紀要2号
昭和48年3月　ミュンヘン･オリンピック競技大会参加報告(コーチとし
て参加)　専修大学社会体育研究所　6, 7号
昭和50年1月　第7回　アジア大会(テヘラン)報告書(レスリング競技
監督)　専修大学社会体育研究所12号
昭和51年11月　サウナへの招待(減量,疲労回復のために)専修大学社会
体育研究所16号
昭和52年12月　モントリオールオリンピック競技大会参加報告　専修大学
社会体育研究所17号
昭和54年9月　モスクワ･オリンピックにむけて(プレ･オリンピック参
加報告書)　働)日本体育協会　競技力向上委員会
昭和54年10月　Aiien Guttman ｢儀式から記録まで-近代スポーツの性
格-｣からの考察　専修大学社会体育研究紀要　6号
昭和56年10月　大学スポーツを考える　専修大学社会体育研究所所報　第
22号
昭和58年9月　｢スポーツマンの性格について｣格技選手の調査及び研究
専修大学社会体育研究所所報　第28号
昭和61年2月　スポーツマンの性格　性格からみた運動技能上達への道
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レスリング選手の性格特徴(担当の章)　㈱杏林書院
昭和63年10月　格闘技にみる｢からだ｣技術的考察･格闘技の関連性　専
修大学社会体育研究所所報　第36号
平成2年12月　日米親善高校レスリングの30年　一強化と交流一　専修大
学社会体育研究所所報　第38号
平成6年12月　音刺激による最大筋力発揮の特徴　専修大学社会体育研究
所所報　第42号
平成14年12月10日　スポーツ選手の精神的適性に関する研究　専修大学社
会体育研究所
〔学会報告〕
昭和41年10月　中高校の運動部活動状況と所属部員生活実態　日本体育学
会
昭和42年11月　中高校の運動部活動状況と所属部員生活実態　その3　高
校における運動部の顧問について　第18回　日本体育学会
昭和43年3月　中高校の運動部活動状況と所属部員生活実態　その4
-高等学校における運動部員の疾病とその処置について-
日本体育学会
昭和44年9月　運動適性強化に関する生理学的心理学的研究　日本体育草
会
昭和44年9月　運動適性強化に関する生理学的心理学的研究(第1報)
日本体育学会
昭和45年4月　運動適性強化に関する生理学的心理学的研究(第1報)
尊大体育研究会月報1
昭和45年11月　スポーツ選手の減量に関する研究(レスリング選手)　日
本体育学会
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平成11年9月　大学生の性格類型と精神健康度についての研究　日本応用
心理学会
平成13年11月　スポーツ選手の精神適性　日本応用心理学会
平成14年11月　大学生の性格類型と精神健康度についての研究　日本応用
心理学会
